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放
送
用
な
ど
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目
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に
割
当
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れ
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件
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に

よ
っ
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、
他
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目
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能
な
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波
数
。

•
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デ
ジ
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数
帯
で
は
、
地
デ
ジ
へ
の
混
信
を
防
ぐ
た
め
、
地
デ
ジ
放
送
エ
リ
ア
の
地
理
的
な
隙
間
に
お
い

て
、
小
電
力
で
電
波
を
利
用
す
る
と
い
う
技
術
的
条
件
に
よ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
利
用
が
可
能
。

【
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力
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情
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い
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、
地

デ
ジ
を
保

護
す
る
た
め
の

技
術

的
条

件
に
つ
い
て
、
次

の
観

点
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。

３
隣
接
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ャ
ネ
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に
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え
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影
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ブ
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タ
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に
よ
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 R
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T.
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95

に
よ
る
保
護
基
準
を
満
た
し
、
電
波
の
有
効
利
用
に
つ
な
が
る
送
信
設
備
の
技
術
的

条
件
を
検
討
中
。
特
に
ス
ペ
ク
ト
ル
マ
ス
ク
の
検
討
に
お
い
て
は
、
現
実
的
な
条
件
等
の
中
で
慎
重
な
検

討
を
実
施
中
。

地
上
デ
ジ
放
送
の
受
信
者
の
近
傍
で
、
エ
リ
ア
放
送
型
シ
ス
テ
ム
の
電
波
を
発
射
す
る
と
、
地
デ
ジ
放
送

の
受
信
者
が
ブ
ー
ス
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
場
合
、
エ
リ
ア
放
送
型
シ
ス
テ
ム
の
電
波
が
地
デ
ジ
放
送
よ

り
強
電
界
で
混
入
す
る
こ
と
に
配
慮
が
必
要
。
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の
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○ エリア放送の受信モデル 

 

エリア放送の受信モデルを図 A-1 に示す。 エリア放送の送信電力は、地上デジタル放送に比

べると小さいが、受信者の近傍で電波発射すると、地上デジタル放送より大きな電力として受信

する場合がある。 受信者はブースタを使用している場合があり、エリア放送の電波が地上デジタ

ル放送より強電界で混入する事に配慮が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 A-1 エリア放送の受信モデル 

 

地上デジタル放送の受信系において用いるブースタの最大定格出力が 105 dBμV、ゲイン

35dB の機器を用いた場合の最大許容入力レベルは 70dBμV となる。 

エリア放送送信機が発射する電波を ERP10mW とした場合、40m 離れた場所での受信電界強

度は 84.9dBμV/m となり、ブースタ入力の入力電圧は 70dBμV となる。 これらを表 A-1 に示

す。 

 

ブースタを設置して地上デジタル放送を受信している場合は、エリア放送から混入する電波に

よりブースタが定格出力以上のレベルを出力しないように、エリア放送から混入する電波を抑え込

む必要がある。 地上デジタル放送の受信アンテナの最大利得の方向にエリア放送送信機があ

る場合、エリア放送送信機が発射する電波を ERP10mW とした場合、エリア放送の送信アンテナ

から地上デジタル放送の受信アンテナまで 40m の離隔距離を設ける必要がある。 
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